
今冬の雪による被害状況について市町村から報告のあったものを取りまとめましたのでお知らせします。

※下線を引いた箇所は、前回からの変更箇所となります。

○　新潟県合計

全壊 半壊 一部損壊 床上浸水 床下浸水

新潟県計 15 138 153 1 15 4 44

○　各市町村ごとの被害状況

全壊 半壊 一部損壊 床上浸水 床下浸水

新潟市 1 1 1

長岡市 1 31 32 1 6 5

三条市 1 1 1

柏崎市 3 4 7 5

新発田市 1 1 2

小千谷市 1 4 5

加茂市 1 1 2 1 1

十日町市 20 20 1 1 4

見附市 1 4 5 1

燕市 1

糸魚川市 1 1 1 2

五泉市 1 1 1

妙高市 3 13 16 2

上越市 2 25 27 4 1 16

魚沼市 1 4 5 2 4
南魚沼市 10 10
胎内市 1 1 2
阿賀町 4 4
川口町 2 2
湯沢町 4 4
津南町 1 6 7

市町村計 15 138 153 1 15 4 44

            
[死者の内訳]
(1)12月21日、小千谷市で63歳男性が勤め先ホテルのベランダの雪庇を落とす作業中に転落し死亡。

(2)12月22日、新発田市で雪下ろし作業中に転落し重体となっていた76歳男性が死亡。（12月21日発生）

(3)12月25日、魚沼市で73歳男性が自宅前を除雪作業中（12月23日）流雪溝に転落し死亡。

　（12月25日発見確認）

(4)12月27日、長岡市で84歳男性が除雪作業中に誤って用水路に転落し死亡。

(5)平成22年1月6日、上越市で76歳男性が歩行型除雪機の下敷きになって死亡。

(6)平成22年1月14日、津南町で75歳男性が自宅前の除雪作業中に側溝に転落し死亡。

(7)平成22年1月15日、妙高市で73歳男性が雪下ろし中、突然倒れ死亡。

(8)平成22年1月16日、妙高市で42歳男性が車中で一酸化中毒により死亡。

(9)平成22年1月16日、見附市で76歳男性が雪下ろし中の転落により死亡。

(10)平成22年1月17日、加茂市で64歳男性が雪下ろし中の転落により死亡。
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(11)平成22年1月17日、柏崎市で84歳男性が自宅玄関付近で雪に埋もれ死亡。

(12)平成22年1月18日、妙高市で64歳男性が除雪作業中落雪に埋もれ死亡。

(13)平成22年1月18日、上越市で88歳男性が雪下ろし中の転落により死亡。

(14)平成22年1月23日、柏崎市で雪下ろし作業中に転落し重体となっていた79歳男性が死亡。

　（平成22年1月15日発生）

(15)平成22年1月25日、柏崎市で69歳男性が除雪作業中に死亡。

○県の対応状況

　12月18日に、「17日からの大雪に関する情報連絡室」を設置し、警戒対応中。

○市町村の対応状況

糸魚川市 大雪警戒本部(平成22年1月14日12:00設置)

川口町 雪害警戒本部(平成22年1月15日10:00設置)

十日町市 雪害対策本部(平成22年1月15日10:30設置)

上越市 大雪災害警戒対策本部(平成22年1月15日13:00設置)

妙高市 大雪警戒本部(平成22年1月15日16:00設置)

柏崎市 豪雪対策本部(平成22年1月15日16:15設置)

※人的被害の原因別内訳

（参考）H17年度（H18豪雪）死傷者数　320名

お問い合わせ先

危機対策課　危機対策第１
直通：025-282-1632（内線6432）

原因 死傷者数 うち死者数

雪下ろし等除雪作業によるもの 107 ( 8 )

側溝等転落によるもの 6 ( 3 )

雪崩等によるもの 0 ( 0 )

屋根雪落下等によるもの 7 ( 1 )

除雪機事故によるもの 31 ( 1 )

その他（疾患発症含む） 2 ( 2 )

合　　計 153 ( 15 )


